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第4回協議会では、各委員からさまざまな意見交換がなされました。

● 第４回合併協議会の結果報告 １

● 住民意向調査結果がまとまりました ４

● 今後の合併協議会の開催予定 ８
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６
月
22
日
に
三
木
市
立
教
育
セ
ン
タ
ー

で
第
４
回
三
木
市
・
吉
川
町
合
併
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

■
報
告
第
13
号

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
係
わ
る

住
民
意
向
調
査
結
果
に
つ
い
て

●
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
関
し
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
意
向
を
把
握
す
る
た

め
に
実
施
し
た
住
民
意
向
調
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
４
頁
以
降
を
ご
覧
下
さ
い
。）

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
吉
川
町
民
の
合
併
に
お
け
る
最
大
の

不
安
は
、
役
所
ま
で
の
距
離
が
遠
く
な
る

こ
と
だ
が
、
そ
の
対
応
は
。

【
回
答
】
既
に
吉
川
支
所
の
設
置
は
決
ま
っ
て

い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
充
実
し
た
支
所

を
置
く
こ
と
で
不
安
解
消
に
努
め
た
い
。

【
質
問
】
三
木
市
民
の
合
併
に
お
け
る
最
大
の

不
安
は
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
で
あ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

【
回
答
】
公
共
料
金
に
つ
い
て
は
、
将
来
計
画

を
見
据
え
て
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
三
木
市
の
回
答
率
が
低
い
が
、
市
民

へ
の
説
明
が
大
事
だ
と
思
わ
れ
る
。
合
併

に
関
す
る
説
明
会
等
の
開
催
は
さ
れ
な
い

の
か
。

【
回
答
】
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
が
ま
と

ま
っ
た
段
階
で
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し

た
い
。

【
質
問
】
住
民
の
間
に
は
財
政
に
対
す
る
危
惧

も
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

【
回
答
】
財
政
健
全
化
は
両
市
町
と
も
差
し
迫

っ
た
課
題
で
も
あ
る
の
で
、
建
設
計
画
と

財
政
計
画
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
若
い
世
代
の
定
住
志
向
が
低
く
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

【
回
答
】
若
い
人
が
定
住
で
き
る
よ
う
な
展
望

に
立
っ
た
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
検
討

し
た
い
。

第
３
回
協
議
会
で
提
案
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
、
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
第
18
号

各
種
事
務
事
業
（
商
工
観
光
関
係
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

商
工
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い
が
次
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
中
小
企
業
等
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

●
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
各
制
度
の
融
資
額
等
は
。

【
回
答
】
中
小
企
業
の
融
資
制
度
に
つ
い
て

は
、
８
億
円
の
融
資
枠
を
確
保
し
て
い
る
。

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
に
つ
い
て
は
、

１
億
８
千
万
円
の
融
資
枠
を
確
保
し
て
い

る
。

■
協
議
第
19
号

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の

１
）
に
つ
い
て
（
火
葬
場
、
戸
籍
、
住
民

基
本
台
帳
等
の
関
係
）

使
用
料
、
手
数
料
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
火
葬
場
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
三
木
市
の
制
度
に
統
一
し
ま
す
。

●
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
等
に
関
す
る
手
数

料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
三
木
市
の
制

度
に
統
一
し
ま
す
。

第
５
回
協
議
会
で
協
議
さ
れ
る
次
の
５

件
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
提
案
の
後
、
各
委
員
か
ら
次
の
質
問

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
提
案
に
対
し
て
修
正
意
見
が
出
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。
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【
回
答
】
修
正
意
見
に
基
づ
き
、
幹
事
会
で
検

討
し
た
う
え
で
、
修
正
が
必
要
な
場
合
は
、

再
提
案
す
る
。

【
意
見
・
要
望
】

●
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
選
定
方
法
等
に

つ
い
て
、
次
回
協
議
会
で
示
し
て
ほ
し
い
。

●
編
入
合
併
の
事
例
だ
け
で
な
く
、
近
隣

市
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も
資
料
と
し
て

だ
し
て
ほ
し
い
。

●
使
用
料
な
ど
、
同
じ
よ
う
な
項
目
は
で

き
る
だ
け
１
つ
に
ま
と
め
て
全
体
像
が
わ

か
る
よ
う
な
工
夫
を
お
願
い
し
た
い
。

●「
三
木
市
の
制
度
に
統
一
」
と
い
う
文
字

だ
け
を
見
る
と
、
す
べ
て
三
木
市
に
吸
収

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

表
現
の
方
法
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
提
案
第
20
号

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
な
ど
の

委
員
数
は
。

【
回
答
】
現
在
の
三
木
市
の
定
数
を
基
本
と

し
、
そ
の
定
数
の
中
で
必
要
が
あ
れ
ば
、

吉
川
町
関
係
者
を
委
員
と
し
て
選
任
し

た
い
。

■
提
案
第
21
号

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
意
見
】
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
第
三
期
介

護
保
険
事
業
計
画
で
、
今
の
三
木
市
の
保

険
料
と
変
わ
っ
て
く
る
の
か
。

【
回
答
】
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

新
た
に
見
直
し
が
図
ら
れ
る
。

■
提
案
第
22
号

消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
合
併
後
、
消
防
団
の
組
織
は
具
体
的

に
ど
う
な
る
の
か
。

【
回
答
】
三
木
市
で
は
団
長
の
も
と
に
、
各
地

区
か
ら
選
任
さ
れ
た
副
団
長
が
お
り
、
そ

の
下
に
補
佐
役
と
し
て
専
任
分
団
長
を
配

置
し
て
い
る
。
合
併
後
は
、
現
在
の
吉
川

町
か
ら
副
団
長
を
１
名
選
任
し
、
そ
の
下

に
専
任
分
団
長
を
３
名
配
置
す
る
。

【
質
問
】
定
数
の
適
正
化
を
図
る
と
は
、
具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
。

【
回
答
】
適
正
な
規
模
に
つ
い
て
は
、
合
併
後

時
間
を
か
け
検
討
す
る
。
当
分
の
間
は
現

団
員
数
を
維
持
し
た
い
。

【
意
見
・
要
望
】
報
酬
は
、
三
木
市
に
合
わ
せ

る
の
が
適
当
か
よ
く
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

■
提
案
第
23
号

各
種
事
務
事
業
（
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
合
併
時
に
統
合
が
困
難
な
シ
ス
テ
ム

と
は
。

【
回
答
】
例
え
ば
税
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
調
査

中
で
あ
る
。

【
質
問
】
吉
川
町
の
公
共
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
合
併
後
に
整
備
と
な
っ
て
い
る
が
、

合
併
前
に
は
で
き
な
い
か
。

【
回
答
】
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
他
の
使
用
環
境
等
も
整
え
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
合
併
後
早
い
段
階
で

整
備
し
て
い
き
た
い
。

■
提
案
第
24
号

各
種
事
務
事
業
（
保
健
衛
生
関
係
事
業
）

の
取
扱
い(

そ
の
１)

に
つ
い
て

協
議
会
で
の
主
な
質
疑
、
意
見

【
質
問
】
母
子
福
祉
医
療
事
業
の
吉
川
町
単
独

事
業
分
の
受
給
者
は
。

【
回
答
】
15
年
度
で
19
名
で
あ
る
。

【
質
問
】
母
子
福
祉
医
療
事
業
の
吉
川
町
単
独

事
業
分
を
廃
止
す
る
理
由
は
。

【
回
答
】
福
祉
医
療
事
業
は
基
本
的
に
は
県
の

制
度
で
あ
り
、
所
得
限
度
額
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
三
木
市
の
制
度
は
、
県
の
制
度

の
ま
ま
の
た
め
、
他
団
体
と
比
較
し
て
も

妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
川
町
制
度
は
、

所
得
制
限
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

そ
の
ま
ま
三
木
市
に
拡
大
す
る
と
財
政
的

な
負
担
が
増
大
す
る
た
め
、
経
過
期
間
を

設
け
て
廃
止
し
た
い
。
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4

■
性
別

三
木
市
で
は
、
男
性
45
・
２
％
、
女
性
54
・
３
％
、
吉
川

町
で
は
男
性
44
・
４
％
、
女
性
54
・
６
％
の
比
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
年
齢

三
木
市
で
は
「
60
歳
〜
69
歳
」
が
21
・
２
％
、
「
70
歳
以

上
」
が
17
・
４
％
、
同
じ
く
吉
川
町
で
は
「
60
歳
〜
69
歳
」

が
13
・
９
％
、
「
70
歳
以
上
」
が
21
・
７
％
な
ど
と
な
っ
て
お

り
、
全
体
に
占
め
る
高
齢
者
層
の
割
合
が
高
い
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
居
住
地
区

三
木
市
で
は
「
三
木
地
区
」
が
29
・
７
％
、
「
自
由
が
丘
地

区
」
が
21
・
２
％
な
ど
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
川
町
で
は
、
「
中
吉
川
地
区
」
が
29
・
３
％
、
「
東
吉
川

地
区
」
が
27
・
７
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
の
概
要

住
民
意
向
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

●
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）

の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
住
民
の
方
々
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
や
合
併
に
対
す
る

期
待
や
不
安
、
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
の
意
見
・
意
向
を
幅
広

く
う
か
が
い
、
こ
の
計
画
策
定
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
民
意

向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
４
月
下
旬
〜
５
月
上
旬
に
、
三

木
市
・
吉
川
町
の
18
歳
以
上
の
住
民
か
ら

無
作
為
抽
出
し
た
５
、０
０
０
名
を
対
象
に
、

郵
送
発
送
、
郵
送
返
送
方
式
に
て
実
施
し

ま
し
た
。

●
三
木
市
か
ら
１
、
４
８
７
通
、
吉
川
町
か
ら

７
６
４
通
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
、
有
効
回

答
率
は
45
・
４
％
で
し
た
。

●●● 住民意向調査の概要 ●●●

性　別年　　齢

居　住　地　区



■
居
住
年
数

居
住
年
数
に
つ
い
て
は
、
三
木
市
で
は
「
10
年
以
上
」
が

54
・
６
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
」

が
28
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
川
町
で
は
「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
」
が
47
・
９
％
と

最
も
多
く
、
続
い
て
「
10
年
以
上
」
が
23
・
２
％
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度

三
木
市
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
処
理
、
環
境
保
全

な
ど
で
の
満
足
度
が
高
い
一
方
、
交
通
・
道
路
や
公
共
料
金

の
満
足
度
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
川
町
で
は
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
処
理
、
環
境
保
全

な
ど
で
の
満
足
度
が
高
い
一
方
、
交
通
・
道
路
や
公
共
料
金
、

医
療
・
福
祉
、
情
報
通
信
基
盤
な
ど
の
満
足
度
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

■
ま
ち
へ
の
愛
着

両
市
町
と
も
自
ら
の
居
住
地
に
対
し
て
愛
着
を
感
じ
て
い

る
と
す
る
回
答
は
全
体
の
３
分
の
２
程
度
で
す
。
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居　住　年　数

満足度得点
「とても満足」を２点、「お
おむね満足」を１点、「ど
ちらともいえない」を０
点、「やや不満」を－１点、
「とても不満」を－２点
としたときの、平均得点
を算出しています。

⑭
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
施
設
・
活
動
の
充
実

⑰
子
育
て
環
境
の
充
実

⑯
医
療
・
福
祉
の
充
実

⑮
文
化
施
設
・
活
動
の
充
実

⑬
学
校
教
育
の
充
実

⑫
人
の
集
ま
る

　
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

⑪
農
業
や
地
域
産
業
の
活
性
化

⑩
情
報
通
信
基
盤
の

　
整
備
や
活
用

⑨
防
犯
・
防
災
の
充
実

⑧
下
水
道
の
整
備

⑦
ご
み
の
分
別
や

　
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

⑥
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全

⑤
公
共
交
通

　（
バ
ス
・
鉄
道
）の
整
備

④
道
路
の
整
備

③
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

②
公
共
料
金

　（
上
下
水
道
・
保
育
料
な
ど
）

①
市
役
所
・
町
役
場
の

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス

0.5530.553

0.3680.368

0.1790.179
0.1930.193

-0.355-0.355

-0.499-0.499

-0.162-0.162

-0.530-0.530
-0.599-0.599

-0.896-0.896

0.3210.321
0.3300.330
0.3380.338

0.3670.367

0.1430.143
0.0990.099

-0.100-0.100

-0.189-0.189

-0.123-0.123

-0.215-0.215

-0.420-0.420

-0.188-0.188
-0.192-0.192

-0.051-0.051-0.035-0.035

-0.013-0.013

0.1510.151
0.1360.136 0.1180.118

-0.397-0.397

0.0010.001

-0.067-0.067 -0.062-0.062

0.1060.106

まちへの愛着

行政サービスの
満足度
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■
定
住
意
識
と
転
出
し
た
い
理
由

地
域
内
で
の
定
住
希
望
が
３
分
の
２
で
す
が
、
地
域
外
へ
の

転
出
希
望
も
三
木
市
で
18
・
１
％
、
吉
川
町
で
13
・
６
％
の
回

答
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

転
出
し
た
い
理
由
と
し
て
は
、
通
勤
や
買
い
物
の
不
便
さ
、

働
く
場
所
の
少
な
さ
の
ほ
か
、
三
木
市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

不
十
分
だ
か
ら
、
吉
川
町
で
は
教
育
・
子
育
て
環
境
が
充
実
し

て
い
な
い
か
ら
と
の
回
答
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
合
併
協
議
へ
の
関
心

合
併
協
議
に
関
心
あ
り
と
の
回
答
は
、
三
木
市
40
・
５
％
、

吉
川
町
69
・
３
％
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

■
合
併
へ
の
期
待

両
市
町
と
も
、
新
し
い
発
想
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
公
共
施

設
の
利
用
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
な
ど
へ
の
期
待
が
大

き
い
ほ
か
、
吉
川
町
で
は
基
盤
整
備
の
推
進
を
期
待
す
る
回

答
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

定　住　意　識

転 出 し た い 理 由合 併 協 議 へ の 関 心

合 併 へ の
期 待



■
合
併
へ
の
不
安

不
安
面
で
は
、
三
木
市
で
は
公
共
料
金
の
値
上
げ
や
地
域

格
差
の
発
生
に
対
し
て
、
吉
川
町
で
は
役
所
ま
で
の
距
離
が

長
く
な
る
こ
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
な
ど

に
対
し
て
心
配
す
る
回
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
地
域
資
源

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
地
域
資
源
と
し
て
は
、
両
市

町
と
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
大
都
市
へ
の
利
便
性
に
優
れ

た
定
住
環
境
、
山
田
錦
や
金
物
な
ど
の
地
場
産
業
な
ど
の
回

答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
ま
ち
の
将
来
イ
メ
ー
ジ

ま
ち
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
両
市
町
と
も
、
医

療
や
福
祉
が
充
実
す
る
「
く
ら
し
安
心
都
市
」
や
、
自
然
環

境
が
保
全
さ
れ
ふ
れ
あ
え
る
「
自
然
共
生
都
市
」
の
回
答
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

7

合 併 へ の
不 安

まちづくりに
活かすべき
地域資源

ま ち の 将 来
イ メ ー ジ



■
行
財
政
運
営
に
対
す
る
姿
勢

両
市
町
と
も
「
事
業
を
極
力
抑
え
、
財

政
健
全
化
を
優
先
す
る
べ
き
」
と
の
回
答

が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

両
市
町
と
も
、
医
療
・
福
祉
、
公
共
交

通
、
防
犯
・
防
災
な
ど
を
挙
げ
る
回
答
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
吉
川
町
で
は

身
近
な
行
政
窓
口
の
設
置
等
の
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

〒６７３－０４９２
兵庫県三木市上の丸町１０番３０号（三木市役所内）
TEL ０７９４-８２-４９９０　FAX ０７９４-８２-９７５５
■Ｅ-mail　jimu@miki-yokawa-gappei.jp 
■ホームページ http://www.miki-yokawa-gappei.jp

三木市・吉川町合併協議会

編集・発行今後の会議開催スケジュール

●第5回三木市・吉川町合併協議会
　日　時 ： 7月22日（木）　午後1時30分より
　会　場 ： 吉川町総合中央活動センター　研修館 講習室　
●第6回三木市・吉川町合併協議会
　日　時 ： 8月26日（木）　午後1時30分より
　会　場 ： 三木市立教育センター　大研修室
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行財政運営に
対する姿勢

身近な行政窓口の設置

まちづくりで市民参加・市民活動の推進

人権尊重のまちづくり

道路の整備

公共交通（バス、鉄道）の整備

自然環境・景観の保全

ごみの分別やリサイクルの推進

下水道の整備

防犯・防災の充実

情報通信基盤の整備や活用

農業や地場産業の振興

人の集まるにぎわいのあるまちづくり

学校教育の充実

スポーツ・レクリエーション施設・活動の充実

文科施設・活動の充実

医療・福祉の充実

子育て環境の充実

その他

無回答

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％
31.4%31.4%31.4%

25.4％25.4％25.4％
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25.7％25.7％25.7％
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16.6％16.6％16.6％
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16.3％16.3％16.3％
12.6％12.6％12.6％

12.0％12.0％12.0％
17.4％17.4％17.4％

25.8％25.8％25.8％

21.7％21.7％21.7％
15.8％15.8％15.8％

13.8％13.8％13.8％
8.1％8.1％8.1％

12.7％12.7％12.7％
8.2％8.2％8.2％

23.7％23.7％23.7％

65.7%65.7%65.7%
67.8%67.8%67.8%

19.5％19.5％19.5％

1.9％1.9％1.9％
1.8％1.8％1.8％

3.8％3.8％3.8％
2.6％2.6％2.6％

21.0％21.0％21.0％
27.6％27.6％27.6％

29.6％29.6％29.6％

51.2％51.2％51.2％
57.5％57.5％57.5％

13.0％13.0％13.0％
8.2％8.2％8.2％

10.1％10.1％10.1％
10.5％10.5％10.5％

55.9％55.9％55.9％

三木市（N＝1,487）
吉川町（N＝764）

重点的に
取り組むべき
課 題

調
査
結
果
の
ま
と
め

●
医
療
・
福
祉
や
公
共
交
通
、
身
近
な

行
政
窓
口
、
防
災
・
防
犯
な
ど
、
生

活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

求
め
る
声
が
多
く
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
施
策
・
事
業
の
展
開
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

●
合
併
に
よ
っ
て
、
新
し
い
発
想
の
ま

ち
づ
く
り
が
可
能
に
な
る
、
様
々
な

公
共
施
設
の
利
用
が
可
能
に
な
る
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
・
高
度
化
す

る
、
な
ど
の
回
答
が
多
く
な
っ
て
お

り
、
住
民
の
期
待
に
応
え
る
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

●
合
併
へ
の
不
安
と
し
て
は
、
役
所
ま

で
の
距
離
が
長
く
な
る
、
公
共
料
金

が
値
上
げ
に
な
る
、
地
域
格
差
が
発

生
す
る
、
な
ど
の
回
答
が
多
く
、
新

市
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
住
民
の
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
資
源
と

し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
利
便
性

に
優
れ
た
定
住
環
境
、
地
場
産
業
等

を
挙
げ
る
回
答
が
多
く
、
地
域
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
方
策
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

●
節
度
あ
る
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
外
へ
の
転

出
希
望
者
が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
て

定
住
促
進
策
を
充
実
し
て
い
く
な

ど
、
都
市
間
競
争
に
対
応
し
て
い
く

視
点
が
必
要
で
す
。


